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事
例
研
究 

教室に入ることができない 
Ａさんの指導について 

【ブロック発表】 

５年生のＡさんは教室に入りにくいと感じ、別室で自

習をしている。学力に心配はないが、予期せず話しかけ

られると会話にぎこちなさがある。友達との交流は求め

ているＡさんのために、どのような支援が必要かご助

言、ご指導を頂きたい。 
発表者 榮田 祐子 

（石狩ブロック） 

事
例
研
究 

困り感に気づけない３年男児
の自己肯定感を高める支援 

【個人発表】 

実際に困ることがあっても、自分の困り感に気づけな

いことが多い３年男児のＡくん。自分の思いをうまく表

現できなかったり、切り替えが難しく、コントロールで

きなかったりするが挑戦する心は大きい。気持ちを楽に

して生活していくためのご助言をいただきたい。 
発表者 伏見 裕子 

（十勝ブロック） 

事
例
研
究 

不安な気持ちが強く、吃音を
自覚しているＡさんの事例 

【個人発表】 

新奇場面への不安が強く、行事などで緊張すると吃音

が出やすいＡさん。自己主張が強く、周りとうまく関わ

れない時もあるＡさんをどう捉え、今後、Ａさんが吃音

を受け入れ、自分らしく成長していくためにはどのよう

な支援が必要か、ご意見をいただきたい。 
発表者 中井 智美 

（空知ブロック） 

事
例
研
究 

子供一人一人の困り感に 
合わせた指導を行うための体
制づくり   【教室発表】 

本教室は、指導対象をそれまでの言語障害の他に情緒

障害、学習障害に広げた。児童の多岐にわたる困り感に

対応するためである。それに伴い、指導体制について見

直した。固定の時間割をやめることで、一人一人の困り

感に対応することができるようになった。 

発表者 荒井 勝 

（上川ブロック） 

事
例
研
究 

構音や学習面等で困難さが 
あるＡさんの事例 

【個人発表】 

２年生のＡさんは、カ行・ガ行、サ行・ザ行に置換が

見られる。カの音は正しく出せるようになったが、般化

には至っていない。また、国語の学習や集中力などにも

困難さが見られる。Ａさんをどのように理解し指導して

いけばよいのか、ご助言をいただきたい。 
発表者 鈴木 真弓 

（留萌・宗谷ブロック） 
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分科会Ｂ－１ コーディネーター 平野 直己 氏 （北海道教育大学札幌校） 
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事
例
研
究 

ことばの教室でなら過ごせる
ようになったＡさんの事例 

【ブロック発表】 

新しい環境に慣れるまで時間を要し、緊張や失敗に対す

る不安が強いＡさん。入学して間もなく登校渋りが始ま

る。本児の意思を尊重し、周囲へ関わり方の理解を求める

対応を続けてきた。通級からアプローチする不登校児への

支援についてご助言をいただきたい。 

発表者 佐々木 るりこ 

（オホーツクブロック） 

事
例
研
究 

向上心が強く、ガチガチに 

なってしまうＡさんの事例 

【個人発表】 

３年生のＡさんは、昨年秋頃から登校支援室へ通ってい

た。支援室の先生に４月からは学校へと背中を押されてス

タートしたが、Ａさんは自分自身に完璧を求め、全身で頑

張りすぎることによって疲れてしまう。今後の指導の在り

方についてご助言をいただきたい。 

発表者 田村 明子 

（後志ブロック） 

事
例
研
究 

怒っていることの多かった 
Ａくんの事例 

【ブロック発表】 

課題や遊びの中で、自分の意に沿わないことがあると怒

っていたＡくん。周囲の関わりにより改善が見られるが、

保護者の悩みは尽きないようである。今回はＡくんの変化

を伝えると共に、自立に向けて必要なこと、保護者へのア

ドバイス等、ご助言いただきたい。 

発表者 坪谷 真紀 

（日高・胆振ブロック） 

事
例
研
究 

人との関わりが苦手な難聴の
Ａくんの事例  

【ブロック発表】 

人との関わりが苦手なＡくんは、聴きたい気持ちを大切

にした指導を受ける中で、伸び伸びと自分の思いや考えを

伝えたり、担当者の話を聴いたりする姿がみられるように

なってきた。皆さんと、巡回指導を含めた今後の指導のあ

り方を考えていきたい。 

発表者 小木原 弘晃 

（札幌ブロック） 
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